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『令和７年度 事業実績』の公表 
 

 令和 7年度の事業実績を、以下のとおり公表します。 
 
《令和７年度事業実績》 

 

 件 数 （前年同期比）    金  額  （前年同期比） 

保 証 承 諾  23,537 件 ( 109.0％) 3,789 億円 ( 115.5％) 

保 証 債 務 残 高  111,891 件 （100.6%） 1 兆 1,909 億円 （ 98.6％） 

代位弁済（元利） 1,593 件 ( 94.5％) 167 億円 ( 94.4％) 

 

保証承諾について 

令和 7 年度の保証承諾は 23,537 件（前年同期比 109.0％）、3,789 億円（同 115.5％）と前年に  

比して件数で 1,934件、金額では 507億円増加した。 

保証承諾金額は令和 7 年 3 月から取扱いが始まった「協調支援型特別保証」が保証承諾金額  

1,365億円と多数利用されたことを要因として大幅に増加した。 

 その他の制度では、県小規模事業資金（同 121.5％）や市町村制度金融保証制度（同 181.4％）等、  

固定かつ低金利の保証制度が大きく伸長した。 

また、経営者保証を不要とする保証承諾件数は 4,204 件（同 137.6%）、1,362 億円（同 137.9%）と

なり、保証承諾金額ベースで保証承諾全体の約 36％に達した。 

 

保証債務残高について 

 令和8年3月末の保証債務残高は 111,891件（前年同期比 100.6％）、1兆 1,909億円（同 98.6％）

と前年に比して件数で 666件増加し、金額では 168億円減少した。 

新型コロナウイルス感染症対応資金をはじめとした償還がいまだ大きいものの、保証承諾の増加、

代位弁済金額の減少により保証債務残高の減少は少額に留まった。 

 

代位弁済（元利）について 

代位弁済（元利）は 1,593 件（前年同期比 94.5％）、167 億円（同 94.4％）と前年に比して件数で

93件、金額で 10億円減少した。 

代位弁済金額は令和 5 年度以降減少が続いている。これは、コロナ禍からの経済活動の正常化

に加え、伴走支援型特別保証制度（R3.4～R6.6）や協調支援型特別保証制度（R7.3～）等の各種

借換制度が矢継ぎ早に展開されたことで既存債務の借換が進み、中小企業・小規模事業者の資金

繰り 状況が安定したことによるものと分析している。 



 

 

今後に向けて 

県内の中小企業・小規模事業者は従来から物価高対応や人手確保等といった経営課題を抱え

ている。これに加え、中東情勢の緊迫化がエネルギーや原材料価格の急騰を招き、中小企業・小規

模事業者の経営環境は一層厳しさを増している。 

 かかる状況下、中小企業・小規模事業者に対して当協会では引き続き「協調支援型特別保証制

度」を中心に金融機関と協力して資金繰りの安定を支援していくとともに、経営支援の面では、金融

機関・中小企業支援機関・外部専門家等と連携しながら、最適な支援を届けられるよう努力を続けて

いく。 

 

≪参考≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

＜本資料の問い合わせ先＞ 

企画総務部 企画課 担当：中村・杉浦 

 TEL：048-647-4712 


